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南

方
（
比

島
）

「
悲
愴
比
島
戦
線
の
苦
労
」

慰

霊

紀

行

兵
庫
県

松

田

勇

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
生
ま
れ
で
す
。
同
年
輩

の
人
達
が
全
国
的
に
一
番
た
く
さ
ん
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。

「
や
れ
聖
戦
だ
」「
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
・
五
族
協
和
」

と
、
そ
の
理
由
・
理
屈
は
如
何
様
で
あ
ろ
う
と
も
、
只
一

途
に
国
命
に
従
い
、
故
郷
を
偲
び
、
肉
親
を
思
い
な
が
ら

異
国
に
て
「
草
む
す
屍
、
水
漬
く
屍
」
と
化
さ
れ
ま
し

た
。
幾
千
万
の
戦
友
・
同
胞
た
ち
の
霊
位
の
ご
苦
労
、
ご

無
念
を
偲
び
、
そ
の
戦
場
の
様
相
を
生
還
者
の
我
々
は
存

命
中
に
語
り
伝
え
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
国
民
精
神
総
動
員
令
（
国
命
）
に
て
軍
属
と
な

り
、
召
集
令
状
に
て
軍
人
と
し
て
、
中
部
第
五
十
四
部
隊

に
入
隊
、
第
一
期
の
検
閲
を
受
け
て
満
州
第
百
二
十
四
部

隊
へ
転
属
し
た
。
約
二
年
間
は
対
ソ
（
ロ
シ
ア
）
戦
闘
訓

練
に
明
け
暮
れ
、
そ
の
後
南
方
戦
線
へ
移
動
し
て
、
台
湾

経
由
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
出
動
、
第
十
四
方
面
軍
山
下
奉
文
軍

司
令
官
の
隷
下
に
入
る
。

「
捷
号
作
戦
」
時
の
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二

月
二
十
三
日
、
比
島
上
陸
。
昭
和
二
十
年
九
月
十
日
、
山

下
大
将
よ
り
「
尚
武
作
戦
命
令
、
停
戦
」
一
片
の
紙
き
れ

で
鉾
を
納
め
よ
、
だ
っ
た
。
僅
か
九
カ
月
余
り
。
残
酷
・

悲
愴
・
惨
劇
と
筆
舌
に
盡
く
せ
ぬ
戦
場
だ
っ
た
。
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九
月
十
九
日

（
ジ
ョ
ネ
ス
）
武
装
解
除

二
十
三
日

（
エ
チ
ヤ
ギ
飛
行
場
）
各
軍
団
集
結

二
十
五
日

（
移
送
）
バ
レ
テ
峠
通
過
「
黙
禱
」

二
十
八
日

（
カ
ラ
ン
バ
大
収
容
所
）﹇
Ｐ
Ｗ
﹈

以
後
、
ケ
ソ
ン
や
マ
ニ
ラ
に
て
労
役
に
服
し
た
。
十
二

月
二
十
三
日
、
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
移
送
さ
れ
、
作

業
隊
と
し
て
働
か
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
末
に
復

員
し
た
。
こ
の
間
計
四
年
九
カ
月
、
復
員
の
日
ま
で
母
親

が
陰
膳
を
供
え
て
下
さ
っ
た
由
、
有
難
く
心
よ
り
感
謝
し

ま
し
た
。
以
来
、
光
陰
矢
の
如
く
、
年
々
歳
々
、
吾
が
刎ふん

頚けい
の
友
も
、
一
人
逝
き
、
ま
た
一
人
去
る
。
昨
今
の
心
中

寂
し
き
極
み
。

遡
る
昭
和
四
十
七
年
、
サ
イ
パ
ン
島
に
横
井
庄
一
さ

ん
、
二
十
七
年
ぶ
り
に
生
還
、
全
国
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

厚
生
省
は
戦
跡
調
査
並
び
に
遺
骨
蒐
集
団
を
派
遣
さ
れ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
バ
ン
グ
島
に
小
野
田
寛
郎
さ
ん
を

発
見
復
員
さ
せ
た
。
時
の
調
査
派
遣
団
員
に
、
元
鉄
兵
団

司
令
部
の
副
官
で
お
ら
れ
た
柏
井
秋
久
氏
の
有
る
を
知

る
。
戦
友
達
は
相
喜
び
ま
し
た
。

そ
の
原
理
に
は
、
戦
い
に
敗
れ
、
多
く
の
戦
友
の
聖
霊

の
眠
る
彼
の
国
に
、
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
復
員
船
に

乗
り
、
甲
板
に
立
ち
て
、
ル
ソ
ン
の
島
影
消
え
る
時
に
、

頰
を
伝
い
流
れ
出
る
泪
を
拭
い
も
せ
ず
、
吾
れ
ま
た
機
会

と
生
命
が
あ
れ
ば
必
ず
慰
霊
に
訪
れ
る
ぞ
と
、
心
に
強
く

念
じ
た
こ
と
に
あ
る
。

あ
れ
か
ら
三
十
二
年
を
経
た
。
仏
式
で
申
す
三
十
三
回

忌
の
昭
和
五
十
二
年
。
前
述
の
柏
井
秋
久
氏
の
談
に
よ
れ

ば
、
比
国
政
府
及
び
国
民
の
対
日
感
情
は
「
稍
々
良
好
」

と
の
由
。
誠
意
を
も
っ
て
接
す
れ
ば
、
理
解
を
得
る
事
必

定
也
。
戦
友
有
志
相
集
い
、
御
遺
族
に
も
呼
び
掛
け
て
、

旅
行
社
と
打
ち
合
わ
せ
、
日
程
行
路
等
々
の
案
件
を
す
べ

て
完
了
す
。
昭
和
五
十
二
年
二
月
に
「
第
一
次
訪
比
現
地

慰
霊
団
」
を
結
成
し
て
挙
行
、
爾
後
昭
和
五
十
八
年
ま
で

六
度
、
私
は
参
加
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
総
括
し
て
発
表

致
し
ま
す
。

挙
行
の
都
度
、
戦
友
ご
遺
族
各
位
に
は
お
世
話
様
で
し

た
。
ま
た
各
戦
跡
で
の
祭
式
に
は
「
神
式
・
仏
式
」
併
せ
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挙
行
。
姫
路
護
国
神
社
よ
り
賜
わ
り
し
「
神
札
・
大
抜

詞
」、
仏
式
で
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
見
星
寺
松
原
祖
仙

老
禅
尼
、
同
住
職
素
弘
禅
尼
様
、
真
言
宗
生
福
寺
住
職
西

坂
裕
将
師
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
豆
島
護
国
寺
管
長
平

野
如
真
大
僧
正
猊
下
と
、
皆
様
の
献
身
的
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
御
蔭
に
て
そ
れ
ぞ
れ
英
霊
の
眠
る
地
に
参
拝
で

き
ま
し
た
。

前
述
の
見
星
禅
寺
に
は
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
の
慰
霊
碑

を
建
立
さ
れ
て
お
り
同
隊
の
菩
提
寺
で
す
。
同
寺
院
に
て

第
一
次
慰
霊
団
の
説
明
会
並
び
に
結
団
式
お
よ
び
宗
門
の

輪
袈
裟
を
戴
き
、
当
時
は
渡
航
先
の
疫
病
の
関
係
で
三
種

混
合
注
射
を
行
っ
た
。
為
替
レ
ー
ト
は
一
ド
ル
が
二
百
四

十
円
で
し
た
。
な
お
比
島
は
過
去
数
百
年
ス
ペ
イ
ン
に
支

配
さ
れ
、
通
貨
は
ペ
ソ
で
す
。
米
国
の
属
領
期
間
も
長
く

ド
ル
も
通
用
し
ま
す
。
第
一
次
慰
霊
団
の
時
は
、
ケ
ソ
ン

シ
テ
ィ
と
マ
ニ
ラ
地
区
は
戒
厳
令
発
令
中
だ
っ
た
。
単
独

行
動
や
夜
間
外
出
厳
禁
で
す
。

勿
論
私
達
は
、
通
常
の
旅
行
者
と
異
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
観
光
局
発
行
の
「
平
和
の
集
い
推
進
協
会
員
」
と

し
て
登
録
さ
れ
「
写
真
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
会
員
№
の

ネ
ー
ム
カ
ー
ド
」
を
胸
に
着
け
て
お
り
、
全
国
各
機
関
に

お
い
て
優
遇
協
力
さ
れ
ま
し
た
。
戦
跡
巡
拝
携
行
物
品
も

慰
霊
祭
用
品
と
、
各
地
域
別
に
土
産
物
等
を
戦
友
で
分
担

し
、
特
に
個
人
必
携
の
医
薬
品
、
奥
地
は
電
灯
が
無
い
た

め
に
懐
中
電
灯
、
そ
し
て
そ
の
電
池
か
ら
糸
針
に
至
る
ま

で
微
に
入
り
細
に
渉
り
ま
し
た
。
ま
た
回
を
重
ね
る
ご
と

に
携
行
物
品
・
土
産
物
が
増
大
し
ま
し
た
。

奥
地
の
学
校
、
集
会
所
等
に
は
柱
時
計
（
予
備
電
池
を

充
分
補
充
し
て
）、
子
供
た
ち
に
は
文
房
具
類
、
大
人
に

は
衣
料
や
履
物
、
タ
オ
ル
等
々
を
土
産
物
と
し
て
用
意

し
、
ま
た
大
戦
中
に
直
接
被
害
を
受
け
ら
れ
た
老
人
た
ち

に
は
心
よ
り
慰
労
の
意
を
表
す
べ
く
、
日
本
の
食
料
品
や

缶
詰
に
幾
許
か
の
弗
札
を
、
そ
っ
と
手
渡
し
ま
し
た
。
都

会
も
奥
地
の
山
村
も
貧
困
者
多
く
、
極
く
一
握
り
の
特
権

階
級
の
人
間
が
搾
取
政
策
を
行
う
と
い
う
状
況
で
、
こ
れ

は
発
展
途
上
国
の
歩
む
道
だ
ろ
う
か
。

如
月
の
某
日
、
伊
丹
の
大
阪
空
港
に
全
員
集
い
、
通
関
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を
経
て
タ
ラ
ッ
プ
に
登
っ
て
機
上
し
た
。
初
乗
の
機
内
の

総
て
が
物
珍
し
く
、
小
さ
な
窓
に
額
を
着
け
て
外
を
眺
め

た
。
機
関
始
動
、
助
走
路
か
ら
滑
走
路
を
疾
走
、
ア
ッ
と

思
う
間
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
天
は
わ
れ
ら
の
壮
途
を
祝

福
す
る
か
の
ご
と
く
快
晴
で
、
白
雲
二
・
三
片
悠
々
と
流

れ
て
い
る
。
眼
下
に
見
え
る
播
磨
灘
も
往
時
は
真
帆
片
帆

の
帆
船
が
往
来
し
、
白
砂
青
松
の
海
岸
線
も
、
現
代
は
臨

海
工
業
地
帯
と
化
し
天
高
く
煙
突
が
林
立
し
、
大
型
タ
ン

カ
ー
が
白
波
を
蹴
立
て
て
疾
走
し
て
る
。

三み
十と
年せ
過
ぎ

慰
霊
の
道
は

天あま
翔が
け
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
高
度
七
千
メ
ー
ト
ル
、
四
国
山
脈
（
石
鎚

山
、
剣
山
）
ひ
と
股
ぎ
で
九
州
南
東
洋
上
を
南
下
、
白

皚
々
の
雲
海
な
り
。

脳
裏
を
巡
る
そ
の
昔
。「
嗚
呼
堂
々
の
輸
送
船
、
さ
ら

ば
御
国
よ
栄
え
あ
れ
…
…
」。
そ
の
輸
送
船
団
も
敵
潜
水

艦
の
出
没
の
為
、
鹿
児
島
湾
に
一
時
退
避
し
た
。
沖
縄
列

島
は
そ
れ
ぞ
れ
の
島
影
に
隠
れ
る
ご
と
く
、
台
湾
の
基
隆

に
投
錨
し
た
。
台
湾
の
人
達
は
親
切
だ
っ
た
。
感
謝
。

機
は
南
国
の
空
だ
、
真
綿
の
よ
う
な
積
雲
が
陽
光
に
映

え
て
眩
し
く
銀
色
に
輝
く
、
こ
の
雲
海
の
下
は
往
年
の
魔

の
バ
シ
ー
海
峡
だ
ろ
う
か
。
時
差
に
よ
る
時
計
の
調
整
ア

ナ
ウ
ン
ス
、
着
陸
近
し
。
雲
中
に
機
は
突
入
、
機
体
振
動

激
し
。
眼
下
に
ル
ソ
ン
島
現
わ
る
。
ラ
グ
ナ
湖
上
空
に
て

右
に
大
き
く
旋
回
し
て
着
陸
態
勢
に
入
る
。
左
窓
に
遠
く

バ
タ
ン
半
島
か
ら
マ
ニ
ラ
湾
が
眺
め
ら
れ
た
。
脚
下
に
は

椰
子
の
木
蔭
に
、
赤
や
青
の
原
色
の
家
屋
や
屋
根
が
目
に

入
る
。

機
は
静
か
に
着
地
、
タ
ラ
ッ
プ
を
踏
む
足
も
軽
く
第
一

歩
を
大
地
に
着
け
た
。「
永
年
の
夢
が
叶
っ
た
、
胸
に
熱

い
も
の
を
強
く
感
じ
た
」。
只
今
か
ら
数
日
間
が
大
変
だ

ぞ
。
今
朝
の
大
阪
零
下
七
度
、
今
マ
ニ
ラ
は
二
三
度
で

あ
っ
た
。

ズ
ボ
ン
の
裾
、
襟
首
、
袖
口
か
ら
、
む
っ
と
す
る
熱
気

が
入
っ
て
来
る
。
滑
走
路
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
に
土
塁
が

築
か
れ
、
砲
座
や
銃
眼
が
あ
り
軍
隊
が
警
備
し
て
い
る

（
戒
厳
令
中
）。
通
関
口
に
比
島
美
人
が
十
数
人
出
迎
え

て
、
小
さ
な
貝
殻
で
作
っ
た
レ
イ
を
掛
け
て
く
れ
、
大
変
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な
歓
迎
ぶ
り
に
驚
い
た
。
前
述
の
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
の
せ
い

か
な
。
見
星
寺
さ
ん
よ
り
戴
い
た
輪
袈
裟
を
首
に
掛
け
、

念
珠
を
腕
に
巻
き
、
混
雑
時
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
は
身
体
の

保
全
を
容
易
に
す
る
為
に
全
員
黄
色
の
野
球
帽
子
を
着
用

す
る
等
々
こ
れ
ら
の
準
備
は
総
て
正
解
で
し
た
。

通
関
を
経
て
出
迎
え
の
ガ
イ
ド
・
ト
ー
マ
ス
・
コ
ラ
ゾ

ン
女
史
（
愛
称
「
コ
ー
ラ
さ
ん
」）
に
は
以
後
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
。
人
員
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、
手
荷
物

は
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
随
行
で
、
一
路
「
三
号
国
道
」
を
リ

ン
ガ
エ
ン
に
向
か
っ
て
北
進
。

マ
ロ
ロ
ス
北
方
地
点
は
、
第
五
中
隊
の
全
車
輌
で
歩
兵

第
三
十
九
連
隊
第
二
大
隊
山
本
庄
蔵
少
佐
以
下
を
、
バ
タ

ン
半
島
方
面
に
輸
送
中
、
敵
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の
襲
撃
に

直
面
し
、
車
輌
は
ジ
グ
ザ
ク
に
停
止
し
、
全
員
の
銃
火
に

よ
り
敵
機
は
退
散
せ
し
と
か
。
ま
た
そ
の
直
後
に
、
第
四

中
隊
が
マ
ニ
ラ
輸
送
の
時
敵
襲
を
受
け
、
軽
機
射
手
の
多

胡
正
氏
が
貨
車
の
荷
台
に
仁
王
立
ち
に
な
り
、
グ
ラ
マ
ン

機
を
撃
墜
せ
し
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
初
年
兵
現
役

の
見
習
士
官
と
上
等
兵
が
戦
死
、
ま
た
自
動
車
走
行
中
に

後
方
か
ら
襲
い
来
た
敵
機
の
銃
弾
が
首
筋
か
ら
喉
頚
に
貫

通
し
て
散
っ
た
戦
友
な
ど
な
ど
の
御
名
を
車
中
か
ら
呼
び

な
が
ら
念
仏
を
唱
え
た
。

ア
ラ
ヤ
ッ
ト
山
（
マ
ニ
ラ
富
士
）
は
マ
ニ
ラ
平
野
の
中

心
に
あ
り
格
好
の
目
印
で
す
。
マ
バ
ラ
カ
ー
ド
に
到
着
。

渺
々
た
る
草
原
に
野
牛
の
草
を
食
む
を
所
々
に
散
見
す
。

こ
こ
に
一
基
の
碑
あ
り
。
碑
文
に
は
「
神
風
特
別
攻
撃
隊

第
一
番
機
発
進
基
地
」
と
あ
る
。
愛
媛
県
出
身
の
関
中
佐

が
片
道
燃
料
で
先
陣
を
切
っ
て
征
か
れ
「
敵
艦
必
殺
轟

沈
」
さ
れ
た
。
辞
世
の
一
首

「
靖
国
の

桜
と
な
り
て

薫
る
日
の

誇
り
を
胸
に

秘
め
て
飛
び
立
つ
」

帽
子
を
打
ち
振
り
、
戦
隊
を
見
送
ら
れ
し
隊
員
の
心
や

如
何
に
。
正
に
「
散
る
桜

残
る
桜
も

散
る
桜
」
で

あ
っ
た
。

北
進
二
〇
キ
ロ
の
キ
ャ
バ
ス
に
比
島
軍
の
大
き
な
記
念

碑
が
で
き
て
い
た
。
全
員
整
列
礼
拝
す
。
タ
ル
ラ
ッ
ク
、

バ
ユ
ウ
イ
、
マ
ニ
エ
ル
、
カ
ル
メ
ン
と
進
む
右
手
に
三
角
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山
を
眺
め
る
。
往
時
は
こ
の
付
近
全
域
は
戦
場
だ
っ
た
。

山
下
将
軍
曰
く
「
今
次
戦
闘
は
空
軍
と
地
上
戦
車
戦
の

優
劣
で
決
す
」
と
。
し
か
し
上
陸
以
来
日
の
丸
の
飛
行
機

一
機
も
目
に
せ
ず
だ
っ
た
。「
撃
」
戦
車
兵
団
と
「
旭
」

兵
団
の
重
見
戦
車
旅
団
が
玉
砕
戦
法
で
激
闘
を
敢
行
さ
れ

た
所
は
こ
の
辺
だ
ろ
う
か
。
敵
の
Ｍ
四
戦
車
は
動
く
要
塞

の
ご
と
し
。
Ｍ
三
戦
車
に
し
て
も
装
甲
は
五
一
ミ
リ
重
量

一
二
ト
ン
で
す
。
友
軍
の
九
五
式
や
九
七
式
で
は
装
甲
比

較
も
で
き
ぬ
。
一
発
の
被
弾
で
炎
上
せ
し
と
か
。
徹
甲
弾

の
威
力
は
数
倍
の
差
異
と
か
。
よ
っ
て
土
壕
を
掘
り
車
体

を
埋
没
し
砲
塔
の
み
地
上
に
出
し
て
防
戦
せ
し
と
か
。

リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
面
し
た
ダ
ク
バ
ン
に
宿
泊
す
。
早
朝

ホ
テ
ル
前
広
場
に
出
た
。
椰
子
の
木
陰
に
旧
日
本
軍
の
花

形
飛
行
機
零
式
戦
闘
機
一
機
と
九
七
式
戦
車
一
輌
が
展
示

し
て
あ
る
。
勿
論
外
形
の
み
で
中
身
は
空
洞
で
す
（
後
に

行
っ
た
時
は
飛
行
機
三
機
と
戦
車
二
つ
に
な
っ
て
い
た
）。

朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
波
打
ち
際
に
祭
壇
を
設
け
、
日
・

比
両
国
旗
を
立
て
慰
霊
団
名
入
り
幕
を
張
り
、
御
供
物
も

瓶
詰
め
の
清
酒
と
清
水
、
御
洗
米
、
餅
、
世
に
い
う
山
海

の
珍
味
、
そ
れ
に
タ
バ
コ
に
マ
ッ
チ
と
あ
の
当
時
欲
せ
し

品
々
を
供
し
た
。
灯
明
を
灯
じ
香
を
焚
き
、
大

詞
を
奉

読
し
、
御
寺
院
様
の
三
十
三
回
忌
法
要
の
お
念
仏
を
頂
戴

し
無
事
閉
式
と
な
る
。

参
集
の
人
達
に
供
物
を
配
っ
て
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

へ
向
け
北
進
す
る
。
途
中
に
ア
ゴ
ー
と
い
う
町
を
通
過
す

る
。
昔
、
呂
宋
助
左
衛
門
が
開
拓
せ
し
日
本
人
町
だ
っ
た

由
。
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
町
を
通
過
し
て
海
岸
線
に

出
て
、
こ
こ
で
慰
霊
祭
を
挙
行
で
す
。
祭
壇
を
作
り
幕
を

張
り
、
日
比
国
旗
を
高
く
掲
げ
、
い
ざ
法
要
で
す
。
見
物

人
も
数
十
人
集
ま
る
。
見
星
寺
松
原
素
弘
禅
尼
様
、
金
蘭

の
定
紋
入
り
の
法
衣
、
青
々
と
剃
髪
な
さ
れ
、
見
る
か
ら

に
清
々
し
い
頭
に
観
音
帽
（
か
ん
の
ん
も
う
す
）
高
く
聳

え
立
つ
禅
宗
の
正
装
で
読
経
を
頂
戴
致
し
、
裂
帛
の
気

「
イ
エ
ィ
ー
」
…
…
こ
れ
で
「
乾
瑞
丸
」
と
運
命
を
共
に

さ
れ
た
。
鍋
島
閣
下
以
下
一
千
二
百
余
柱
も
泰
ら
か
に
眠

ら
れ
た
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
も
別
れ
の
言
葉
を
奏
し
、
最

後
に
「
水
漬
く
屍
」
を
口
誦
す
。

父
母
や
、
妻
子
の
知
ら
ぬ
、
リ
ン
ガ
エ
ン
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水
漬
く
屍
の

戦
友
を
祈
ら
む

感
無
量
、
泪
、
見
物
人
に
お
供
え
の
お
下
が
り
を
配
ら

む
と
す
る
と
、
わ
れ
先
に
と
手
を
出
し
て
取
り
合
う
始
末

で
す
。
子
供
等
を
後
で
並
ば
せ
て
、
公
平
に
土
産
物
を
渡

し
ま
し
た
。
ま
た
公
職
に
在
る
町
長
、
教
員
、
警
察
官
等

で
も
、
土
産
物
の
配
分
を
依
頼
す
る
の
は
駄
目
で
す
。
一

度
手
に
入
れ
た
物
は
す
べ
て
個
人
の
所
得
で
す
。

こ
こ
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
北
方
の
砂
浜
が
戦
後
の
収

容
所
メ
ー
ン
ス
タ
ッ
ケ
ー
ド
跡
で
す
。
ま
た
北
サ
ン
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
港
は
北
港
と
南
港
に
別
れ
て
お
り
、
中
に
突
き

出
し
た
ポ
ロ
岬
は
巾
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
〇
〇
〇

キ
ロ
位
だ
っ
た
。
現
在
は
米
軍
の
通
信
基
地
で
す
。
最
先

端
に
オ
ー
デ
ナ
ン
ス
と
い
う
収
容
所
が
あ
り
、
二
個
大
隊

が
作
業
し
て
い
た
。
三
号
国
道
を
南
下
し
、
カ
ル
メ
ン
・

ウ
ミ
ン
ガ
か
ら
サ
ン
ホ
セ
へ
進
む
。
道
路
は
泥
道
で
、
乾

季
の
た
め
乾
き
上
が
り
、
車
が
一
輌
走
る
と
後
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
位
は
土
埃
で
す
。

サ
ン
ホ
セ
ま
で
の
こ
の
付
近
は
捜
索
第
十
連
隊
（
鈴
木

少
佐
）
が
布
陣
し
、
持
前
の
機
動
力
を
利
し
て
敵
の
進
攻

を
阻
止
す
べ
く
「
玉
砕
覚
悟
」
と
見
え
た
。
こ
の
た
め
岡

本
弘
之
兵
団
長
は
転
進
（
退
却
）
命
令
を
発
し
、
歩
兵
第

三
十
九
連
隊
第
一
大
隊
と
共
に
「
撃
」
兵
団
長
の
指
揮
下

に
入
ら
し
め
、
サ
ラ
ク
サ
ク
第
一
、
第
二
峠
に
て
玉
砕
的

死
闘
を
展
開
し
た
。
生
還
者
僅
か
数
人
だ
っ
た
。
こ
こ
を

自
動
車
で
驀
進
し
て
い
る
が
随
所
に
皇
軍
戦
士
の
眠
る

「
草
む
す
屍
」
地
点
が
あ
る
。

サ
ン
ホ
セ
に
て
給
油
中
に
コ
ー
ラ
女
史
と
市
場
に
買
物

に
行
く
。
現
地
食
は
ヤ
シ
油
の
臭
い
が
強
烈
で
、
私
は

少
々
苦
手
だ
。
果
物
は
充
分
頂
け
る
。
パ
レ
テ
峠
に
向
か

う
。
少
し
坂
道
を
登
り
平
坦
地
、
ま
た
坂
道
を
登
り
平
坦

地
と
つ
づ
き
プ
ン
カ
ン
に
到
着
。
こ
こ
ま
で
の
左
右
の
山

も
谷
も
各
隊
戦
士
の
血
潮
で
染
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
丘
陵
も
峡
谷
も
、
向
こ
う
の
峰
も
こ
の
谷

も
、
当
時
は
各
々
作
戦
上
日
本
名
を
付
け
て
い
た
。
バ
レ

テ
峠
に
向
か
っ
て
五
号
国
道
左
側
陣
地
。「
猫
」「
鷹
」

「
桐
」「
樫
」「
柳
」「
一
本
木
」
そ
の
上
が
「
秋
風
山
」
と

「
マ
レ
コ
」「
建
武
台
」「
榛
名
山
」「
赤
城
山
」。
五
号
峠

道
右
側
（
東
）
マ
ロ
ヨ
ン
山
奥
に
入
っ
て
カ
ラ
ン
グ
ラ
ン
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（
ス
ペ
イ
ン
旧
道
）「
妙
義
山
」「
雄
建
台
」「
金
剛
山
」

「
親
山
」「
子
山
」「
天
王
山
」「
朝
日
山
」、
一
つ
大
き
く

南
に
有
る
の
が
「
妙
高
山
」
後
方
の
「
四
王
山
」。
南
の

山
脈
が
「

山
」「
南
山
」「
要
山
」「
北
山
」、
こ
の
東
が

「
高
千
穂
」
と
そ
の
前
に
「
牛
山
」
と
「
禿
山
」
を
経
て

「
鈴
ケ
峠
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
各
々
陣
地
で
散
華
の
勇
者

は
一
万
八
千
余
柱
で
す
。
想
い
起
せ
ば
無
限
で
す
。

デ
グ
デ
グ
河
の
河
川
敷
に
満
州
よ
り
携
行
の
八
錘
形
天

幕
を
張
り
自
動
車
隊
本
部
と
す
。
私
は
こ
の
時
に
マ
ラ
リ

ア
に
罹
病
、
四
十
度
の
高
熱
で
三
日
間
意
識
不
明
だ
っ

た
。
こ
の
河
原
も
三
十
余
年
で
大
変
形
し
、
橋
桁
が
一
〇

メ
ー
ト
ル
位
だ
っ
た
の
が
、
二
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
っ
て

い
た
。
付
近
も
奥
地
も
戦
禍
で
密
林
が
裸
の
禿
山
に
な

り
、
土
砂
が
流
出
の
た
め
と
見
た
。
車
の
前
進
に
つ
れ
走

馬
灯
の
ご
と
く
脳
裏
を
駆
け
巡
る
在
り
し
時
の
様
相
。

我
が
部
隊
は
輜
重
隊
で
各
部
隊
へ
弾
薬
・
食
糧
等
々
搬

送
す
る
任
務
で
す
。
因
に
陸
軍
に
は
歩
兵
・
騎
兵
（
捜

索
）、
砲
兵
・
工
兵
・
輜
重
・
通
信
・
そ
の
外
防
疫
給

水
・
制
毒
・
兵
器
勤
務
・
衛
生
・
経
理
・
兵
站
基
地
・
野

戦
病
院
等
々
各
職
務
分
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
勿
論
海

軍
も
空
軍
も
当
然
だ
っ
た
。
当
初
プ
ン
カ
ン
・
ミ
ヌ
リ
に

集
積
し
た
諸
物
資
を
、
バ
レ
テ
峠
を
越
し
て
ア
リ
タ
オ
方

面
に
運
べ
と
の
指
令
。
ミ
ヌ
リ
の
橋
梁
も
爆
撃
で
橋
幅
が

半
分
の
所
が
あ
り
、
砲
車
や
自
動
車
は
慎
重
に
誘
導
し
て

の
渡
河
だ
っ
た
。
上
陸
以
来
全
軍
が
不
眠
不
休
だ
っ
た
。

夜
間
デ
ク
デ
ク
河
岸
近
く
の
常
緑
樹
の
大
木
に
集
中
的
に

螢
が
来
て
、
夜
目
に
も
明
瞭
に
樹
形
が
判
明
す
る
。
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
如
し
。
一
瞬
な
れ
ど
戦
火
を
忘
れ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
天
幕
を
撤
収
し
バ
レ
テ
峠
を

越
え
た
。
サ
ン
タ
フ
ェ
の
前
の
大
和
谷
（
天
王
山
の
鉄
司

令
部
へ
の
裏
道
）
に
連
隊
本
部
と
第
一
大
隊
本
部
第
一
、

第
二
中
隊
を
位
置
し
、
自
動
車
第
二
大
隊
は
東
北
東
二
〇

キ
ロ
の
ア
リ
タ
オ
の
対
岸
マ
ン
ガ
ヤ
ン
に
基
地
を
設
し
、

バ
ン
パ
ン
、
バ
ヨ
ン
ボ
ン
方
面
に
備
え
、
落
下
傘
降
下
部

隊
並
び
に
糧
秣
等
の
収
集
だ
っ
た
。
な
お
自
動
車
は
半
地

下
壕
に
格
納
し
た
。
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パ
レ
テ
峠
頂
上
に
は
米
軍
ダ
ル
ト
ン
将
軍
の
戦
死
を
悼

み
立
派
な
慰
霊
碑
が
建
っ
て
い
る
。
日
本
軍
「
鉄
」
兵
団

の
慰
霊
碑
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
立
派
に
な
り
、
サ
ン
タ

フ
ェ
町
長
ト
ム
・
チ
ャ
ン
ガ
イ
氏
の
了
承
に
て
立
派
な
碑

を
建
立
し
た
。
碑
前
に
て
平
野
如
真
猊
下
に
依
る
真
言
密

法
の
大
護
摩
供
養
を
挙
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。
護
摩
木
を

は
じ
め
故
人
の
塔
婆
を
奉
焼
し
、
炎
と
な
り
煙
と
な
り
て

昇
天
す
。
各
部
隊
陣
地
を
三
六
〇
度
に
わ
た
り
説
明
申
し

上
げ
、
各
部
隊
号
を
奉
唱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
印
を
切
っ

て
の
御
祈
り
で
し
た
。
勇
士
の
辞
世
。

大
君
の

辺
に
こ
そ
散
ら
む

桜
花

今
度
咲
く
日
は

九
段
の
社

ま
た
第
十
四
方
面
軍
政
官
、
平
木
次
郎
氏
が
バ
レ
テ
峠

を
通
過
さ
れ
て
、
詠
ま
れ
し
詩
。

四
カ
月

こ
の
地
さ
さ
え
し

兵
ゆ
え
に
（
あ
り

き
）

我
等

十
万

生
命
拾
い
き

な
お
第
二
次
慰
霊
団
以
降
、
十
セ
ン
チ
角
で
身
長
同
寸

の
角
塔
婆
を
慰
霊
祭
場
数
を
持
参
し
た
。
手
作
り
の
陶
版

を
、
そ
れ
ぞ
れ
地
中
に
埋
め
て
来
た
。

バ
レ
テ
峠
で
菊
花
を
献
じ
て
。

春
秋
の

野
花
も
咲
か
ぬ

峰
や
峪

皇
国
の

菊
花
ぞ

ゆ
か
し
く
薫
れ

峠
道
も
往
時
は
一
車
線
だ
っ
た
。
今
二
車
線
で
舗
装
さ

れ
て
る
。
ヘ
ヤ
ー
ピ
ン
カ
ー
ブ
は
同
じ
だ
っ
た
。
中
間
点

で
五
〇
〇
キ
ロ
爆
弾
が
峠
道
を
半
分
飛
ば
し
て
い
た
。
夜

間
自
動
車
の
操
縦
に
苦
労
し
た
所
だ
。
夜
半
過
ぎ
に
某
部

隊
の
車
輌
が
転
落
し
、
数
十
メ
ー
ト
ル
下
方
よ
り
救
助
の

声
す
れ
ど
、
東
方
の
空
黎
明
近
し
。
霧
が
晴
れ
た
時
点
で

敵
機
の
来
襲
は
必
定
な
り
。
自
隊
の
兵
員
の
事
を
思
い

「
鬼
心
赦
さ
れ
よ
」
で
救
助
せ
ず
だ
っ
た
。

天
王
山
の
内
懐
だ
っ
た
。
大
和
谷
、
自
隊
の
本
部
及
び

第
一
大
隊
本
部
、
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
が
基
地
と
し
て

い
た
。
敵
機
爆
撃
及
び
砲
弾
の
直
撃
で
多
く
の
戦
没
者
が

出
た
場
所
で
す
。

夕
闇
迫
り
来
る
中
に
お
い
て
、
慰
霊
祭
挙
行
、
前
述
の

西
坂
裕
将
師
の
法
式
に
則
り
粛
々
と
し
た
読
経
を
賜
り
ま
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し
た
。真

木
柱

建
て
て
祈
ら
ば

深
閑
と

十
字
星
の
み

光
り
輝
く

サ
ン
タ
フ
ェ
に
て
宿
泊
、
町
長
夫
妻
・
州
警
察
・
警
部

ア
ン
チ
ェ
ー
タ
ー
氏
、
片
言
の
通
訳
の
タ
ゾ
ー
氏
ほ
か
町

の
有
力
者
数
人
来
た
り
て
夕
食
会
を
催
す
。
早
朝
出
発
、

本
日
は
強
行
軍
だ
。
ポ
ネ
通
過
、
こ
の
陣
跡
を
車
中
よ
り

祈
り
ぬ
。
戦
車
撃
滅
隊
の
学
徒
兵
五
〇
〇
人
が
散
華
し

た
。
同
年
代
の
前
途
有
為
な
士
、
生
あ
ら
ば
、
国
の
政

治
・
経
済
ま
た
文
化
面
に
お
い
て
偉
大
な
貢
献
を
な
し
た

で
あ
ろ
う
。
ア
タ
リ
オ
兵
站
基
地
、
野
戦
病
院
跡
を
左
手

に
、
右
手
マ
ン
ガ
ヤ
ン
の
山
麓
は
第
二
大
隊
基
地
だ
っ

た
。
各
隊
は
大
型
の
Ｔ
型
Ｆ
型
の
退
避
壕
を
作
り
、
車
輌

は
半
地
下
壕
で
格
納
し
た
。
長
い
年
月
で
、
み
な
凹
地
に

な
っ
て
い
た
。
バ
ン
バ
ン
・
マ
ラ
シ
ン
を
経
て
ビ
ノ
峠
の

麓
に
て
慰
霊
祭
挙
行
。
小
雨
そ
ぼ
降
る
中
、
遙
か
カ
シ
ブ

を
拝
し
て
。

母
の
御
名

呼
び
つ
つ

兵
の
み
ま
か
り
ぬ

カ
シ
ブ
の
峪
に

霧
雨
ぞ

烟
る

カ
シ
ブ
に
一
カ
月
余
り
い
た
。
ピ
チ
バ
カ
ン
へ
の
転
進

命
令
に
て
、
自
動
車
隊
の
生
命
知
ら
ず
の
突
撃
野
郎
が
先

陣
を
切
っ
て
密
林
に
向
か
っ
て
蕃
刀
（
鉈
の
如
し
）
を

振
っ
た
。
第
一
日
夜
が
大
雨
で
一
昼
夜
携
帯
天
幕
で
待
っ

た
。
十
日
前
に
先
発
隊
が
出
発
し
、
行
路
表
示
を
行
う

も
、
こ
の
大
雨
に
て
不
明
に
な
り
、
最
初
の
第
一
歩
を
右

と
左
を
間
違
え
た
た
め
に
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
鳥

も
翔
ば
ぬ
峰
を
越
え
、
雲
海
の
空
を
踏
破
し
、
苔
む
す
岩

に
足
を
取
ら
れ
、
山
蛭
に
悩
ま
さ
れ
、
時
に
は
猿
公
の
群

れ
に
驚
き
、
激
流
岩
を
喰
む
峡
を
渡
る
。
思
え
ば
最
初
の

第
一
歩
の
誤
り
が
、
僅
か
七
日
分
の
食
料
で
二
十
日
も
三

十
日
余
り
も
彷
徨
し
た
。

そ
し
て
後
に
、
否
と
言
う
ほ
ど
戦
闘
に
叩
か
れ
、
傷
痍

の
身
に
熱
帯
の
疫
病
、
加
え
て
食
糧
欠
乏
と
、
幾
百
千
の

若
者
達
よ
、
知
る
者
ぞ
知
る
白
骨
の
杣
道
な
り
。
あ
の
こ

と
こ
の
こ
と
と
指
折
り
数
え
て
も
、
多
数
の
事
柄
は
胸
奥

に
秘
し
て
、
あ
の
世
ま
で
持
つ
て
行
き
、
仏
教
法
話
に
出
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て
来
る
「
閻
魔
庁
の
浄
瑠
璃
の
鏡
の
前
に
立
つ
ま
で
」
と

思
う
。
非
人
道
的
行
為
、
戦
争
と
い
う
名
の
下
に
行
わ
れ

た
事
柄
で
あ
る
。
角
塔
婆
を
建
立
し

（
餓
死
彷
徨
の
山
波
を
遠
く
遙
か
彼
方
に
拝
し
）

南
冥
の

鳥
も
翔
ば
な
い

ジ
ャ
ン
グ
ル
に

朽
ち
木
の
如
く

戦
友
の
斃
る
る

平
野
如
真
猊
下
に
よ
る
真
言
密
法
の
大
護
摩
供
養
を
挙

行
し
て
頂
く
。

勿
論
、
内
地
出
発
時
の
準
備
た
る
や
大
変
だ
っ
た
。
大

型
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
十
数
個
に
護
摩
木
か
ら
塔
婆
、
採

火
用
の
松
明
か
り
ま
で
で
あ
る
。
猊
下
は
法
衣
の
上
に
、

閻
魔
帽
を
頂
き
、
法
式
に
則
っ
と
り
粛
々
と
読
経
を
賜

り
、
九
字
を
切
り
印
を
結
ば
れ
た
。
全
兵
科
の
軍
人
・
従

軍
看
護
婦
さ
ん
・
軍
属
さ
ん
。
ど
う
か
泰
ら
か
に
お
眠
り

下
さ
い
。

「
妙
高
山
」
陣
地
跡
に
何
を
行
う
か
。
石
碑
は
建
立
し

た
。
参
拝
の
都
度
角
塔
婆
は
建
て
て
来
た
。
本
部
陣
地
の

前
方
第
四
中
隊
陣
地
の
付
近
に
イ
ゴ
ロ
ッ
ト
山
岳
民
族
が

住
み
、
狩

と
焼
畑
農
耕
で
生
活
し
て
い
る
。
こ
こ
に
小

学
校
の
分
校
が
あ
り
、
合
図
の
音
は
廃
材
の
鉄
骨
や
自
動

車
の
廃
品
の
金
属
を
鉄
片
で
叩
い
て
知
ら
せ
て
た
。

私
は
彼
ら
は
勿
論
、
戦
に
斃
れ
た
戦
友
の
御
霊
に
通
じ

る
方
法
は
何
か
と
思
案
し
、
寺
院
の
小
形
の
梵
鐘
が
と
考

え
た
。
半
永
久
的
に
使
用
に
耐
え
、
音
色
が
清
く
、
鋳
物

の
鐘
は
鉄
棒
等
で
叩
け
ば
破
れ
鐘
に
な
る
、
そ
れ
で
は
無

意
味
だ
。
友
達
が
「
鋼
管
な
ら
大
丈
夫
だ
、
作
っ
て
や

る
」
と
言
っ
て
、
直
径
二
五
セ
ン
チ
、
高
さ
四
〇
セ
ン
チ

で
亜
鉛
鍍
金
を
施
し
、
小
形
の
金
槌
も
付
け
た
。
特
に
銘

に
付
い
て
注
文
し
た
。
日
本
字
で
「
平
和
の
鐘
」
と
「
二

六
四
三
」
そ
し
て
現
地
の
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
か
ら

「
十
字
」
と
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
・
Ｏ
Ｆ
・
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｅ
（
平
和
の
鐘
）」
を
溶
接
で
肉
盛
し
て
製
作
し
て
頂
き

ま
し
た
。

前
夜
サ
ン
タ
フ
ェ
で
町
長
さ
ん
州
警
の
ア
ン
チ
エ
ー
タ

警
部
等
と
歓
談
し
、
楽
し
き
夕
食
会
を
催
し
た
。
翌
朝
、

妙
高
登
山
に
ポ
ー
タ
ー
を
八
人
程
依
頼
し
た
。
昼
弁
当
用

104



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1415 105 88/11/15/17:05:26 H

E
G
U
1415 bun p94-115

と
米
と
梅
干
に
焼
の
り
を
炊
事
に
渡
し
た
。
早
朝
に
コ
ー

ラ
女
史
が
「
松
田
さ
ん
ポ
ー
タ
ー
が
十
五
人
来
た
よ
」
で

し
た
。
今
更
不
要
と
も
言
え
な
い
か
ら
「
全
員
山
へ
行
っ

て
下
さ
い
」
と
言
う
と
彼
ら
は
喜
ん
で
い
た
。
現
金
収
入

が
無
い
か
ら
「
日
本
人
は
金
持
ち
」
と
言
っ
て
い
た
。

全
員
バ
ス
に
乗
り
、
半
数
は
ト
ラ
ッ
ク
で
峠
を
越
え
て

南
の
山
麓
カ
ピ
ン
タ
ラ
ン
か
ら
登
山
で
す
。
小
学
校
の
先

生
が
ガ
イ
ド
と
し
て
案
内
し
て
く
れ
、
ト
ム
・
チ
ャ
ン
ガ

イ
町
長
夫
妻
、
ア
ン
チ
エ
ー
タ
警
部
等
々
、
総
勢
四
〇
人

余
り
。
コ
ー
ラ
女
史
は
バ
ス
で
待
機
と
言
う
次
第
で
す
。

今
ま
で
に
何
度
も
登
っ
た
が
同
一
コ
ー
ス
を
通
っ
た
こ
と

が
な
く
、
ま
た
谷
川
の
急
流
を
二
度
も
三
度
も
渡
っ
て

登
っ
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
度
は
学
校
の
先
生
が
山
の
分

教
場
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
至
極
簡
単
に
「
金
剛
尾
根
」

か
ら
「
天
王
山
」
の
前
よ
り
三
叉
路
を
経
て
、
馬
の
背
へ

と
進
ん
だ
。
眼
前
に
大
隊
本
部
壕
跡
・
患
者
三
〇
人
収
容

の
患
者
壕
が
大
き
な
凹
地
に
な
り
、
火
炎
放
射
器
の
炎
に

焼
か
れ
た
黒
々
と
し
た
岩
肌
が
、
長
年
月
に
も
拘
ら
ず
悲

惨
さ
を
留
め
て
い
る
。

想
い
起
せ
ば
、
ミ
ヌ
リ
か
ら
一
の
谷
側
よ
り
Ｍ
三
戦
車

が
進
み
、
南
部
妙
高
山
に
て
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
（
鳥

取
）
と
激
戦
の
末
、
友
軍
敗
れ
、
Ｍ
三
の
前
面
に
作
道

シ
ョ
ベ
ル
を
付
け
た
タ
ン
ク
ト
ー
ザ
ー
樹
木
も
岩
石
も
取

り
除
き
、
人
員
輸
送
車
に
兵
員
を
満
載
し
て
進
軍
し
て
来

た
。
爆
撃
と
砲
撃
を
徹
底
的
に
敢
行
し
た
後
で
の
進
軍

だ
っ
た
。
輜
重
連
隊
第
五
中
隊
が
第
一
線
に
、
次
い
で
第

四
中
隊
、
第
二
大
隊
本
部
は
最
後
尾
の
北
部
「
妙
高
」
の

最
高
地
点
に
布
陣
、
迎
撃
す
。
は
か
ら
ず
も
「
妙
高
山
」

は
敵
の
バ
レ
テ
峠
攻
略
最
重
点
戦
線
だ
っ
た
。
米
倉
大
隊

長
は
昭
和
二
十
年
四
月
十
九
日
払
暁
、
各
陣
地
激
励
中
に

敵
狙
撃
兵
の
弾
丸
が
頭
部
貫
通
、
見
事
な
戦
死
だ
っ
た
。

同
二
十
三
日
、
橋
本
第
六
中
隊
長
が
死
力
を
尽
く
し
て
突

撃
さ
れ
散
華
さ
れ
た
。
公
刊
戦
誌
に
は
こ
の
時
点
で
自
動

車
大
隊
全
滅
と
あ
る
（
壊
滅
）。

漫

吟

暁
風
颯
爽
妙
高
陣

報
國
誓
乾
坤
貫
闘

散
華
英
魂
痛
憤
極

嗚
咽
断
腸
聖
霊
祈
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丈
な
す
茅
の
根
元
を
分
け
進
み
、
ロ
ク
ト
ウ
小
学
校
に

辿
り
着
い
た
。
学
校
は
廃
校
と
な
っ
て
い
た
。
持
参
の

「
平
和
の
鐘
」
は
麓
の
カ
ピ
ン
タ
ラ
ン
小
学
校
に
持
っ
て

降
り
る
こ
と
と
な
る
。
角
塔
婆
を
建
て
、
お
祈
り
を
行

う
。
平
野
如
真
管
長
も
巨
体
に
玉
の
汗
を
流
し
な
が
ら
登

山
し
て
下
さ
っ
た
。
祭
壇
を
設
け
、
鐘
を
撞
く
事
に
し

た
。
百
八
ツ
・
三
つ
八
つ
十
三
と
全
員
が
打
ち
鳴
ら
し

た
。
鐘
音
は
峰
か
ら
峰
に
、
谷
か
ら
谷
へ
と
響
い
た
。

「
私
は
今
度
が
最
後
で
す
。
も
う
二
度
と
こ
の
地
に
来
ら

れ
な
い
で
す
。
も
し
迷
え
る
御
霊
が
お
ら
れ
た
ら
私
の
肩

に
止
ま
り
、
一
緒
に
日
本
に
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
大
声
で

叫
ん
だ
。

激
戦
を

偲
び
て

心
わ
な
な
き
つ

た
こ
つ
ぼ
の
辺
に

鐘
打
ち
乍
ら

慟
哭
す

か
く
し
て
北
部
ル
ソ
ン
戦
跡
巡
拝
は
終
わ
っ
た
。

「
平
和
の
鐘
」
は
麓
の
カ
ビ
ン
タ
ラ
ン
小
学
校
に
寄
贈

し
た
。
校
長
さ
ん
は
大
変
喜
ば
れ
、
早
速
「
撞
き
初
め
」

を
さ
れ
た
。
音
色
は
清
く
澄
み
、
高
天
ま
で
届
く
だ
ろ

う
。
こ
の
所
は
前
後
、
左
右
、
日
本
軍
も
米
軍
も
比
島
の

戦
士
も
と
、
多
く
の
戦
没
者
の
出
た
地
の
中
心
点
で
す
。

こ
れ
か
ら
毎
日
学
業
に
合
わ
せ
て
打
ち
鳴
ら
し
て
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

縦
貫
五
号
国
道
を
南
下
。
ア
ラ
ヤ
ッ
ト
「
マ
ニ
ラ
富

士
」
を
右
手
に
見
て
、
マ
ニ
ラ
に
宿
泊
。
翌
早
朝
出
発
し

て
、
南
進
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
刑
務
所
の
北
側
道
路
を
約

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
所
に
「
Ｂ
級
戦
犯
二
七
烈
士
の

墓
所
」
が
。

哀
れ
か
、
不
運
か
、
国
の
為
か
、
た
だ
気
の
毒
で
は
済

ま
さ
れ
ぬ
気
が
し
た
。

南
進
し
て
カ
ラ
ン
バ
、
こ
こ
は
終
戦
時
に
日
本
軍
を
収

容
し
た
地
で
す
。
東
に
大
き
な
ラ
グ
ナ
湖
が
あ
り
。
一
つ

の
天
幕
に
三
、
四
十
人
位
入
れ
ら
れ
た
。
有
刺
鉄
線
で
囲

わ
れ
た
中
で
毎
朝
出
入
口
付
近
に
毛
布
に
巻
か
れ
た
遺
体

が
四
体
か
五
体
あ
っ
た
。
戦
線
を
生
き
残
り
、
今
こ
の
よ

う
な
所
で
生
命
線
が
「
断
絶
」、
誠
に
不
憫
な
人
生
だ
。

さ
ら
に
南
へ
ロ
ス
バ
ニ
ヨ
ス
、
こ
こ
に
山
下
・
本
間
両

将
軍
の
墓
所
が
あ
っ
た
。
山
下
奉
文
は
昭
和
二
十
一
年
二
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月
に
戦
争
重
犯
罪
者
と
し
て
、
な
お
大
将
は
従
容
と
し
て

絞
首
刑
に
服
さ
れ
た
。
第
一
次
の
慰
霊
行
き
の
時
は
ま
だ

土
饅
頭
の
墓
所
で
、
傍
ら
に
マ
ン
ゴ
ウ
の
木
が
半
ば
腐
っ

て
あ
っ
た
。
そ
の
次
の
訪
問
時
に
は
無
か
っ
た
。

山
下
奉
文

辞
世
の
一
首

待
て
し
ば
し

勲
の
こ
し
て

逝
き
し
友

あ
と
な
し
た
い
て

我
れ
も
行
き
な
む

本
間
中
将
は
軍
人
と
し
て
の
処
刑
で
、
同
年
四
月
に
山

下
大
将
の
墓
所
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
地
で
銃
殺
刑
で

し
た
。
墓
地
も
直
径
五
メ
ー
ト
ル
位
の
円
座
の
中
央
に
碑

が
建
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
南
進
し
、
サ
ン
タ
ク
ル
ス
の
す

ぐ
前
に
「
カ
リ
ラ
ヤ
霊
園
」
と
命
名
し
た
政
府
樹
立
の

「
全
比
律
賓
戦
線
戦
没
者
五
一
万
余
柱
霊
位
」
が
あ
り
、

霊
位
泰
か
れ
と
の
建
碑
で
し
た
。

以
上
戦
跡
巡
拝
、
全
六
度
の
足
跡
を
簡
略
に
記
し
ま
し

た
。
た
だ
二
度
と
戦
争
の
無
き
を
念
じ
ま
す
。
私
た
ち
の

国
、
私
た
ち
の
地
球
で
す
。

国
の
為

呂
宋
に
散
り
し

同
胞
の

霊
泰
か
れ
と

泪
で
拝
す

八
十
路
の
爺

米
軍
反
攻
下
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
の
衛
生
兵

東
京
都

福

原

良

忠

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
五
日
、
男
四
人

女
二
人
の
六
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
現
在
の
東
京
都
墨
田

区
東
駒
形
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

徴
兵
検
査
は
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
六
月
に
当

時
の
本
所
区
役
所
で
受
け
ま
し
た
が
、
第
一
乙
種
合
格
と

い
う
こ
と
で
第
一
補
充
兵
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
第
一

補
充
兵
で
し
た
が
、
成
人
に
達
す
る
頃
、
既
に
中
国
大
陸

に
戦
火
が
拡
大
中
で
、
早
晩
兵
隊
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
覚
悟
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

早
く
も
翌
年
の
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
日
、
臨
時
召
集

で
世
田
谷
の
野
砲
第
一
連
隊
に
入
隊
と
な
り
、
衛
生
兵
要

員
と
し
て
翌
年
の
一
月
十
二
日
付
で
臨
時
第
一
陸
軍
病
院
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